
す。それ以外は控え図として各藩に残されていました。

陸奥の国は、南から伊達藩領、次いで南部藩領、津

軽藩領と分かれますが、元禄には伊達家、南部家、津

軽家それぞれで地図を製作しています。そのうち南部

家の地図は控え図ですが、きわめて状態がよいもので

す。そこには幕府の指定どおりの制作法で、道路をつ

け、河川と城郭を入れ、各郡ごとに村々の石高等を指

示しています。

この地図づくりでもっとも問題になるのは、北の南

部藩領と仙台藩領の国境、西は山形藩領と秋田藩領と

の国境です。国境については幕府もかなり注意をして

おり、国境は各藩で相協議して定めなさいとしていま

す。南部藩と仙台藩と話し合って国境（ほとんどは山の

形）を確定していますが、それを国境の絵図（縁絵図、

際絵図）に作成して残しています。仙台藩領の地図は、

仙台藩からみた山の形が、南部藩領では南部藩領から

みた山の形が描いてあります。

ちなみに、国境の問題は現在に至るまで続いていま

す。たとえば、最近確定したのかどうかわかりません

が、富士山の山頂が山梨県側か静岡県側かかなり議論

になっていました。国土地理院の地図をみても山頂の

県境は確定されていませんでしたが……。

それに関しておもしろいのは宇和島藩です。宇和島

藩の伊達家と、その支藩で後に宇和島藩に吸収される

吉田藩とのあいだで両藩の境界論争がありました。そ

こで、吉田藩ではその境領域の精巧な山岳模型（「目黒

山形」という）を製作し、江戸にもってきて、江戸幕府

にこっち側が宇和島藩領、こっちがうちの藩領だとい

う訴訟を起こすのに使っています。これは現在も松野

町の建徳寺に残されています。

また、随分前に指定された紙の模型地図が毛利家に

残されています。「土図」といっていますが、土の上に

紙を張ったような郡ごとに分割される地図です。

このように、国境を確定するのは大変な仕事でした

が、そのわりに際絵図はあまり残っていません。

伊達家には、元禄の国絵図に関して際絵図が、山の

形に切り抜いた切り図のかたちで残されています。元

禄の国絵図で国境の地図が残っているのは、伊達家の

史料を除けば長門と周防、つまり毛利家でもっている

地図と、豊前の地図くらいです。その意味ではきわめ

て重要な資料です。

国絵図の畳み方

伊達家の元禄国絵図は短辺が3m、長辺が6mと巨

大です。それが宮城県立図書館に修理後に返却された

場合、どこで閲覧するかという大きな問題がでると思

います。6mもあるため、壁に下げるにもそれ以上の天

井高がないと無理です。しかもその場合は地図の上部

はみることができません。どうしても床の上に広げてみ

るしかない。地図独特の畳み方が発達するゆえんです。

しかし、その国絵図は伝世しているあいだに畳み方

がかわって、長辺方向で折り畳んで短辺方向に開くよ

うになっていました。そのため、小さく折り畳まれてい

る段階では1人で開けますが、長辺方向に開いた段階

で、さらに開くためには4人は必要となります。また最

初の折を押さえる人間が必要ですから、つごう最低で

も6人ほどいないと開けません。

ところが、さすがに専門家の目はすごいと思ったので

すが、修理の過程で古い折り跡を見つけていただきま

した。その古い折り跡では、縦に折るのではなく、短

辺を中心として畳んでいました。大きさはほとんど同じ

ですが、畳み方が現状とはかなり違います。

もうひとつ、自分のみたい場所、たとえば仙台城下

の様子をみたいとき、長辺方向だと6人の手を借りな

ければ開けませんが、古い折り方だと1人で開けます。

私ども地図を扱っている者にとって、古い折り方が一

番よいことはよく理解していますが、実際に修理の場

で大きな地図を手にされながら、それを見つけだしたプ

ロの目にはつくづくと感心させられました。

基本的に地図は、古い折り方に沿って開けていけば

絵図からみえることなど
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国絵図とは

先日、連盟の工房にお邪魔して、宮城県立図書館所

蔵の旧伊達家蔵国絵図の修理過程を拝見してまいりま

した。伊達家の地図のひとつの特色はきわめて大きい

ことです。大きな地図をいかに修理するか、大変興味

深いものがあります。

国絵図というのは、日本の六十余州、たとえば、山

城や摂津、和泉、河内といった国々の地図です。豊臣

秀吉が検地後に地図の製作を命じたことがありますが、

基本的には江戸幕府が大名たちに命じて、自分の領域

の地図を作製させます。摂津や河内ですと片桐且元が

担当したといった話があります。日本の国土を把握す

る（つまりは石高確定の）ために地図をつくることは、

為政者であればごく当たり前のことです。

古くは奈良時代に行基が製作したと伝えられる『日本

国総図』（俗に「行基図」といっています）は、卵を連ね

たような地図ですが、なぜかうまく日本列島の形を表

しているような感じさえします。それが奈良時代に製作

されたかどうかはともかくとして、日本の形をつかまえ

ることができたもっとも早い時期の地図です。

国絵図にかえります。当然のことながら、国持ち大

名、たとえば島津や前田、伊達などは一国（あるいはそ

れ以上）を領しているため製作は楽ですが、ひとつの国

に複数の大名がいる場合や、高山があったり境界が入

り組んでいたりすると国境の確定は容易ではありませ

ん。幕府が強権をもって地図の製作を命じたゆえんで

す。

最初に製作されたのが慶長九年（1604）ですが、その

地図はほとんど残っていません。その後、幕府は3度

（正保、元禄、天保の各期に）国絵図製作を命じていま

す。『天保の国絵図』は83舗全部が残っており、重要文

化財に指定されて国立公文書館に収蔵されています。ま

た、『元禄国絵図』として幕府に上呈された地図は8舗

ほどしか残存していませんが、これも公文書館にありま
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これは意外と好評でした。その理由は、大きな地図の

細部をみることは普通は難しいのですが、自分の知っ

ている地名などを確認するには床に張ってその上にじか

に上ってみてもらうのが一番だからです。

その後、米国にある忠敬の関東の『大図』を複写した

ものを東博の床に張って、その上に自由に乗ってご覧

いただいたこともあります。土地勘があると、「ここに

俺の家の町内がある」、「このころから俺の町だ」という

ことになって、非常に親しみをもたれました。

話を戻すと、仙台藩領の国絵図も、宮城県立図書館

で一般の県民に閲覧の対応をしたり鑑賞させるとした

ら、どうしましょうか。地図の上に大きなアクリル板を

のせるのでは費用がかかります。橋などをつくって、そ

の上から自分の足元の地図をみていただくような方法も

考えれば、親しまれると思いますが、難しい問題が横

たわっているようです。どうか最良の閲覧方法を考え

ていただければと思います。

伊能忠敬の測量図の発見

私と地図のかかわりあいは意外と古くからです。東

博ではずうっと資料部門を担当していました。資料部

門は、和書を含む図書と、歴史資料と総括されている

ものと2つの担当があり、それらは相互に行き来があり

ませんでした。私は和書の担当だったものですから、歴

史資料は簡単にみることができません。

その歴史資料のなかにずうっと気になっていたものが

ありました。目録に『九州図』と著録されておりました。

それを一度みたいと長いあいだ思っていました。しか

し、なかなか担当者とのあいだで時間の調整がつかず、

希望がかなったのは随分と年数がたった後です。それ

は23本の軸になっています。その1本目を開いたとき、

驚いたことに、まがうかたなき忠敬の測量図そのもので

した。忠敬は文政四年（1821）と文政六年に九州の沿岸

測量をしております。東博のその地図は第1次九州測

量の地図、すなわち九州のうち、豊前、豊後から日向、

大隅、薩摩と肥後までの6か国分の実測図でした。実

際、測点にピンホールがあったりして、それが忠敬の第

1次九州調査の成果であることはすぐわかります。伊能

図であることに確信をもち、その部分写真と、忠敬の

測量日記のコピーを携えて、伊能忠敬の九州の跡をた

どりました。

忠敬の地図の優れたところは、測点がわかることで

す。たとえば、京都なら京都御所で最初の測点を記し

て、それから何里かごとに北へ何里、南へ何里と、そ

の方角に沿って測点をたどっていきます。そこがすべ

て、日記と地図と照合することができます。細かい道

筋、道の分かれ、川、橋があるかないか、山の形もど

こからみた山の形かがわかるようになっています。その

ことが現地にいって日記と地図と景観とを照らしあわせ

ると、よく納得できました。

このようなすごい地図がさりげなく、単なる九州図

として登録しているだけでした。はじめてこの地図を目

にしたとき、足が震えるのを感じました。そのときの感

動は今でも昨日のことのように覚えています。

東博の伊能図の由来

東博所蔵でよく知られている『伊能図』は、俗に「中

図」というものです。日本列島全域を約21万6,000分

の1の縮尺で表したもので、それが一番ポピュラーな

『伊能図』です。東博のものは原図ではなく、大河内子

爵家にあった複製図で、戦後東博に寄贈されたもので

す。しかし、それにもピンホールがあるため、原図の趣

をこんにちに伝える地図であることは間違いありませ

ん。その地図（全8舗）が東博に寄贈されたときはとて

も大きな桐箱にはいっており、8舗を単純に巻いてある

だけでした。それを陳列に使うため修理しました。ただ

し、修理をした人間は、地図は畳むものだということ

を理解していませんでした。壁面に展示するのだから、

軸にするのが一番よいということで軸状にしようとしま

した。ただし、8本の軸をつくると保管場所に困るの

ごく自然に開きます。

ちなみに、私が昔、東京国立博物館（以下「東博」と

略す）にいたころのことです。

よくあちこちでいうのですが、あるきわめて高名な先

生が地図をご覧にこられました。こられた瞬間から、俺

は偉いからお前らは資料をみせて当然なんだという態度

で、「地図をだせ」とおっしゃいました。偉い先生です

からださないわけにいきませんが、念のため、「地図、

お扱いになれますよね」と伺いましたら、「誰に物をい

っているんだ」ということでした。そこでおだししたの

ですが、返されたとき、厚さが倍以上になっていまし

た。つまり、開くことはできたのですが元に戻すことが

できなかったのです。いささか以上に落胆すると同時

に、大学の先生ってこんなレベルかと、きわめて腹が立

ちました。ひと言、「手伝え」とおっしゃっていただけ

れば、ご協力したのに、です。それ以来、私は偉い先

生というのは信用しないことにしています。

地図は自然に開けば、ごく自然に自分のみたいとこ

ろをみることができますが、その扱いを間違えると収拾

がつかなくなります。収拾がつかなくなって無理をする

と、先ほどの偉いひとのようになります。

6人で地図を扱うよりは少数で扱うほうが楽ですし、

安全を考えれば、ごく気の合った1人か2人、せいぜい

3人ぐらいでやるのが一番いい。ところが修理をしたが

ために使いにくくなった例はいくつもあります。それは

それとして、修理の場合、物の安全のためには、安全

に扱えるような形態にしていただくことが大事です。仙

台領の国絵図はきわめて大きいため、それを扱うのに

確実な技術や方法を考えていかなければいけません。

大きな国絵図の閲覧法

宮城県立図書館の国絵図資料には付属文書類もそろ

っています。縁絵図と国図の本図がそろっている例は、

前述のように、周防、長門、豊前だけですが、元禄の

ころの文書までそろっている例はそうはありません。こ

この国絵図と関係資料はそのくらい優れたものなので

す。これら国絵図は、宮城県の費用で修復されている

ことで大変ありがたく思っています。

修理後の地図を、閲覧にどう対応するかという問題

があります。この点は、ご所蔵の方に深く考えていた

だく必要があります。3mほどの地図だとテーブルの上

でみることができますし、畳み方によっては自分のみた

いところをみることができますが、それ以上のものにな

るとそうはいきません。地図をうまく見せる方法も考え

ていく必要があります。

仙台藩領の国絵図では、真ん中よりやや東沿いに仙

台の町の様子が仙台城を中心にして描かれています。そ

の中心に立って全体を見渡すことができたのは仙台の殿

様だけです。それ以外は地図の上に上がることはでき

ません。伊能忠敬の『大日本沿海與地全図』が江戸城で

将軍にお披露目されたとき、将軍がその上に上がって、

「これがわが国か」といったという伝説もありますが、そ

のようなことができるのは権力者だけです。

数年前、東博で東京大学史料編纂所の創立100年を

記念して、共同で特別展を開催したとき、史料編纂所

が所蔵している国絵図を並べました。琉球国絵図と薩

摩・大隅国絵図の出陳でした。

このときは、天保の琉球の地図をケースに入れて並

べ、薩摩藩領の地図をデジタル写真に撮ったのを床に

張りました。最初、琉球の地図を床に張ろうという話

がでましたが、薩摩の地図と琉球の地図を並べた場合、

床に張るのは薩摩の地図でなければなりません。その理

由は、慶長十四年（1609）に薩摩藩が琉球国に武力侵攻

して以降、薩摩の付庸国といえば格好よいですが、実

際は薩摩藩の領土としてサトウキビや異国の珍しいもの

を巻き上げるだけの場になっていたからです。これ以後

琉球王国は薩摩藩の大きな迫害にあっています。

琉球の地図と薩摩の地図をだして、一方は床に張っ

てみるとき、人情論としては絶対に琉球の地図を床に

張るわけにいきません。薩摩の地図を床に張りました。
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